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梱包と表示

梱包と表示・規格名の表示方法・ご注文の手引き

● 梱包

薄鋼板は品種、コイル、シート別に適切

な梱包を行い、ご使用までの間商品を保

護いたします。

● 表示

薄鋼板の商品には、規格、寸法、質量、

製品番号などを記入したラベルが添付さ

れています。

ご注文の手引き

●ご注文の際は次の事項をお知らせください。

1 規格／寸法／数量／納期

2 表面処理／目付量

3 用途あるいは部品名

4 加工方法（プレス加工の場合は、プレス形状について出来るだけ詳細にお知らせください。）

5

質量・梱包

　●コイルの場合　：　コイル質量の上下限値／コイル外径の上限値／コイル内径／溶接部混入の可否

　●シートの場合　：　梱包ロットの質量上限値

6 その他　（表面仕上げ、エッジ種類、形状、塗油など）

規格名の表示方法

 SG  C C   - JM - Z08

 JFE - C C - GZ - JM - 60/60

 (A)  (B) (C)  (D)  (E)  (F)

(A) 規格名： SG＝ JIS 溶融亜鉛めっき規格、JFE＝ JFE規格

(B) 使用原板： C＝冷延鋼板、H＝熱延鋼板　

(C) 材質： （JIS 規格の場合） C＝一般用、D1＝絞り1種、D2＝絞り2種、D3＝絞り3種

  （JFE規格の場合）B＝一般用、C＝加工用、D＝絞り用、E＝深絞り用

(D) めっき種類： GZ＝ JFEガルバジンク＝ JFEの溶融亜鉛めっき鋼板

(E) 化成処理の種類 

(F) めっき量（表 /裏）　（上記は一例です。）
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ご使用上の注意

［保管］
●船荷を受け取りましたら湿分、水分の浸入を
調べてください。

 もしあればすぐに乾かすようにしてください。
●切板、コイル、加工物の間に湿分、水分が浸
入しないように処置してください。

●できるだけ乾燥した場所に保管してください。
湿度の高いところでの長期保管や梱包が破れ
たままでの保管は、変色や錆の原因になりま
す。

●梱包の乱れは補修してください。
●輸送・保管中に圧力が加わった場合、亜鉛めっ
きの表面にアブレージョン（黒色の圧痕跡）
が生じる場合がありますので、輸送・保管に
は十分にご注意ください。

［取り扱い］
●取り扱いには手袋をするなど、できるだけ慎
重に行ってください。

●取り扱い不良によるスリ疵や油などの汚れは
塗装効果を妨げますので、ご注意ください。

●潤滑鋼帯は摩擦係数が小さいため、繰り返し
巻き戻し作業を行った場合など、コイル潰れ
が発生する場合がありますので、十分にご注
意ください。また、剪断後の鋼板についても、
衝撃を与えた場合、鋼板が崩れ落ちることも
考えられますので、ハンドリングなどは十分
な注意をお払い下さいますようお願いいたし
ます。

［加工］
●加工時に使用する潤滑油のなかには、亜鉛を
侵食する銘柄もあります。ご使用の際には試
験されることをおすすめします。

［溶接］
●高温ろう付けには、ニッケル黄銅系ろう材の
使用をおすすめします。

［脱脂］
●脱脂が不完全のまま塗装すると、塗装欠陥の
生ずる原因となりますので、十分に脱脂を行っ
てください。

●脱脂方法としては、中性洗剤、弱アルカリ脱
脂剤などのスプレーまたは浸漬による脱脂が
良好です。強アルカリ脱脂剤は表面を著しく
損傷しますので、お避け下さい。
●脱脂後の洗浄は充分に行って下さい。脱脂処
理後の板を清浄な水中に浸漬して引き上げた
際に、水の膜がはじける場合は脱脂が不完全
です。全面が均一に水で濡れた状態が得られ
るよう脱脂方法をご検討ください。

［塗装］
●塗装前の表面に汚れや異物などがありますと、
塗装不良の原因となります。充分洗浄してか
ら塗装してください。
●当社の亜鉛めっき鋼板には塗装性能を高める
ために化成処理を施してありますので、充分
な塗膜密着性が得られますが、一部の塗料の
中には亜鉛めっき鋼板とは充分な密着性の得
られないものがあります。予備試験でご確認
の上ご使用になることをおすすめします。い
ずれの場合もウオッシュプライマーの下塗り
を行いますとより安全です。

［黒変現象について］
●溶融亜鉛めっき鋼板（GZ：非アロイタイプ）
にはその材料特有の黒変現象が発生する事を
経験しています。
●黒変現象は、亜鉛表層の極く薄い亜鉛酸化被
膜の存在によって光の吸収、反射率が変化し、
その部分が黒く見える現象です。その部分の
品質は黒く見える以外は正常品と同等です。
●この薄い酸化被膜は時間の経過とともに成長
する性質があり、製造条件、製造後の環境条
件などによって黒変と認識されるまでの時間
が変化いたします。一般的には高温多湿条件
下で促進されます。
●黒変現象は避けられない現象ですが、材料の
塗油により、ある程度外気との接触を遮断す
ることで表面の酸化を遅らせることができま
す。またコイルやシート在庫中に進行するの
で、できるだけ早い時期のご使用をお願い致
します。
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名古屋市中村区名駅3丁目28番12号（大名古屋ビル9F）

札幌市中央区北五条西2丁目5番（JRタワー17F）

仙台市青葉区国分町3丁目4番33号（仙台定禅寺ビル5F）

新潟市中央区東大通1丁目3番1号（新潟帝石ビル4F）

静岡市森下町1番35号（静岡MYタワー13F）

富山市桜橋通り3番1号（富山電気ビル3F）

岡山市北区中山下1丁目8番45号（NTTクレド岡山ビル19F）

広島市中区袋町4番21号（広島富国生命ビル7F）

高松市サンポ－ト2番1号（高松シンボルタワ－23F）
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中 国 支 社

四 国 支 社

九 州 支 社

千葉営業所

神奈川営業所

沖縄営業所

本　　　社 〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目2番3号（日比谷国際ビル） TEL 03(3597)3111  FAX 03(3597)4860

http://www.jfe-steel.co.jp

お客様へのご注意とお願い
本力タログに記載された特性値等の技術情報は、規格値を除き何ら保証を意味するものではありません。

本力タログ記載の製品は、使用目的・使用条件等によっては記載した内容と異なる性能・性質を示すことがあります。

本力タログ記載の技術情報を誤って使用したこと等により発生した損害につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。
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